



1.　　A, E　　
＜問題の訂正＞ returnが欠けています．returnを追加して考えてください．
（returnがないとコンパイルエラーになります）


【解説】実行時例外が起こるのはequalメソッドを使っている所で，sがnullだった場合．これは実行時例外なのでNullPointerExceptionがそのスーパークラスであるRuntimeExceptionで補足できる．C,F,G,Hの実行時例外ではNullPointerExceptionを補足できない．また，B,Dはチェック例外であり，指定するとコンパイルエラーになる．正解はAとE.
 　

2.　　B　　
【解説】次々にメソッドが呼び出され，最後に呼び出されるsizeCメソッドで文字列を数値に変換しようとするので例外（NumberFormatExceptiong）が発生する．呼び出し元のSizeBではNullPointerExceptionしか補足しないので，さらにsizeAメソッドに戻り，ここで補足されて“ア”が出力される．例外はsizeAメソッドで補足されるのでmainメソッドには波及しない．
3． 　F　　
【解説】yellowメソッドが例外NumberFormatExceptionを投げるが，呼び出し元のredメソッドはそれを補足するcatchブロックがない．しかし，Finallyブロックがあるのでまず”red”と表示してから，呼び出し元のmainメソッドへ戻る．ただ，mainでも例外を補足していないので，”main”と表示する前に，例外がJVMに波及してプログラムは停止する．正解はF.
4． 　C　　
【解説】ExecクラスのdispメソッドはMasterクラスのdispメソッドをオーバーライドしている．オーバーライドではスーバークラスより狭い範囲の例外を投げてよいが，例外を投げるメソッドではthrows宣言が必要である．問題ではExecクラスのdispメソッドにthrows IOExceptionという宣言がないのでコンパイルエラーになる．
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例外





	int doIt(String s){


		try{


			return s.equals("abc")? 0:1;


		}


		・・・・・


	}





第１刷では問題１に訂正があります


第２刷以降は修正されています











通過テスト１１ 解答








